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　　市民活動を応援します　　Ｐ２

　　 ～市民活動推進補助金の対象事業募集～
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●お知らせ・・・・・・・・・・・・P14 ～ 21
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●保健だより・・・・・・・・・・・P23

●催し物・くらしの相談日・・・・・P24

特集観客の心を打つ、少年少女達の歌声と演奏観客の心を打つ、少年少女達の歌声と演奏

　３月２２日（日）、文化ホールで、シンフォニー　３月２２日（日）、文化ホールで、シンフォニー

少年少女合唱団・シーサイド☆音魚人の定期演奏少年少女合唱団・シーサイド☆音魚人の定期演奏

会が、第２４回境港市ピアノコンクール受賞者コ会が、第２４回境港市ピアノコンクール受賞者コ

ンサートと共に開催されました。ンサートと共に開催されました。

　演目は合唱あり、独唱あり、ミュージカルあり　演目は合唱あり、独唱あり、ミュージカルあり

と、約２００人の観客を約２時間にわたり、飽きと、約２００人の観客を約２時間にわたり、飽き

させることなく魅了し続けました。観客からは、させることなく魅了し続けました。観客からは、

「感動して涙がこぼれた「感動して涙がこぼれた」「」「もっと頑張ってもらいもっと頑張ってもらい

たい」との声も聞こえてきました。たい」との声も聞こえてきました。



市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

〜
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集
〜

〜
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集
〜

特集特集

補助金活用事例補助金活用事例

補

助

金

の

概

要

　
▼
対
象
団
体

　

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
等
が
あ

り
、
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体

ま
た
は
、
市
内
で
営
利
を
目
的
と
し
な

い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
団
体
が
対
象

で
す
。

▼
対
象
事
業

　

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
適
当

と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。

（
例
）

◇
花
い
っ
ぱ
い
運
動

◇
市
民
活
動
団
体
の
設
立
準
備

◇
す
で
に
活
動
し
て
い
る
団
体
が
新
た

　

に
は
じ
め
る
事
業

◇
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
拡
充
す
る
た
め

　

の
事
業

◇
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
の
一
時
的
に
実
施

　

す
る
事
業

※
日
頃
行
わ
れ
て
い
る
事
業
や
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
は
対
象
外
で
す
。

▼
補
助
金
の
限
度
額
と
区
分

◇
新
規
設
立
事
業　

10
万
円

 
（
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
）

◇
一
般
事
業

・
１
回
目　

30
万
円

 

（
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
）

・
２
回
目
以
降　

20
万
円

 

（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
）

◇
緑
化
事
業　

６
万
円

 

（
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

地
域
振
興
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
月
）

※
２
次
募
集
は
７
月
、
３
次
募
集
は
10

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
応
募
状
況

で
募
集
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
審
査
会

　

審
査
会
は
５
月
上
旬
に
開
催
予
定
で

す
。
申
請
内
容
を
審
議
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

　

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
を

支
援
す
る
「
市
民
活
動
推
進
補
助
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎交付団体

「境港ベニガニ有志の会」

　イベントでのカニ汁振る舞いや幼稚

園、保育園での食育を実施

◎交付団体

「小学校ＰＴＡ５校・高等学校１校、

自治会等３団体」

　自治会や小学校、高等学校で花いっ

ぱい運動を実施

◎交付団体

「一般社団法人境港青年会議所」

　イベント時の移動手段として海上タ

クシーを運行

　補助金は、イベントや講演会開催、

自治会や小学校ＰＴＡの花いっぱい運

動などに活用されています。

【昨年度の補助実績】（１５団体）

　◇一般事業　　：６団体

　◇緑化事業　　：９団体
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　（一社）境港水産振興協会から平成 26年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　平成 26 年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約 15％減の 115,724 トンとなり、全

国第 6位（前年 3位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約 8％増の

192 億 7,411 万円で、全国第 8位（前年 8位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第６位

▼問い合わせ先

　水産課水産振興係

　（☎47－1055）

　平成２９年度までの中期職員採用計画を策定しました。この計画に沿って職員数の適正管理を進めます。

職 種

H26 年
4月1日
現在
人数

H26 年度
退職
人数

H27 年度
採用
人数

H27 年
4月1日
現在
人数

H27 年度
退職
人数

H28 年度
採用
人数

H28 年
4月1日
現在
人数

H28 年度
退職
人数

H29 年度
採用
人数

H29 年
4月1日
現在
人数

H29 年度
退職
人数

H30 年度
採用
人数

H30 年
4月1日
現在
人数

事務職員 162 2 3 163 1 3 165 1 4 168 7 4 165

技術職員 62 6 3 59 2 3 60 1 1 60 0 0 60

　 土木技師 13 1 12 1 13 13 13

　 建築技師 4 1 1 4 4 4 4

　 保 健 師 9 1 8 1 9 9 9

　 保 育 士 22 1 2 23 2 1 22 1 1 22 22

　 栄 養 士 1 1 1 1 1

　 その他技師 13 2 11 11 11 11

技能労務職員 18 0 0 18 0 0 18 0 0 18 1 0 17

　 調 理 師 6 6 6 6 6

　 環境整備員 12 12 12 12 1 11

合 計 242 8 6 240 3 6 243 2 5 246 8 4 242

※この計画は、退職者の状況等により変更することがあります。

■問い合わせ先　総務課職員係（☎ 47－ 1009　Mail soumu@city.sakaiminato.lg.jp）

境港市中期職員採用計画

平成22年平成22年 平成23年平成23年 平成24年平成24年 平成25年平成25年

（2010）（2010） （2011）（2011） （2012）（2012） （2013）（2013） （2014）（2014） 前年比（％）前年比（％）

118,535118,535 147,948147,948 114,258114,258 136,066136,066 115,724115,724 85.05%85.05%

あじあじ 28,62228,622 26,29526,295 26,24526,245 34,32034,320 34,20534,205 99.66%99.66%

さばさば 19,01319,013 23,14623,146 21,86521,865 7,4887,488 19,57819,578 261.46%261.46%

まいわしまいわし 3,4983,498 28,53628,536 16,17116,171 39,62539,625 784784 1.98%1.98%

片口いわし片口いわし 15,18615,186 15,29915,299 12,25312,253 8,2328,232 10,19510,195 123.85%123.85%

うるめいわしうるめいわし 8,4828,482 17,92017,920 7,2907,290 12,93912,939 1,3381,338 10.34%10.34%

するめいかするめいか 258258 2,9052,905 177177 1,1411,141 394394 34.53%34.53%

べにがにべにがに 9,2199,219 8,7658,765 8,6058,605 8,9128,912 9,1859,185 103.06%103.06%

くろまぐろくろまぐろ 654654 1,6521,652 583583 1,3331,333 1,5641,564 117.33%117.33%

その他その他 33,60333,603 23,43023,430 21,06921,069 22,07622,076 38,48138,481 174.31%174.31%

15,36315,363 19,44719,447 16,26216,262 17,82317,823 19,27419,274 108.14%108.14%

平成26年平成26年

水揚げ量（トン）水揚げ量（トン）

魚魚
　
種

水揚げ金額（百万円）水揚げ金額（百万円）

3　平成２７年４月



　

今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平

成
27
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

人
口
流
出
や
少
子
化
に
よ
り
加
速

す
る
地
方
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
地
域
活
力
の
創
造
に

取
り
組
む
地
方
創
生
が
動
き
出
し
ま

し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
２
月
、
地
方

創
生
先
行
型
と
し
て
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
、
関
係
予
算
に
つ
い
て
議

決
を
い
た
だ
き
、
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
の
事
業
と
あ
わ
せ
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

基
本
的
な
考
え
方
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
本
市
の
有
す
る
境
さ
か
い

港こ
う

、
境
漁

港
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
と
い
う
極
め

て
重
要
な
社
会
基
盤
と
水
産
資
源
、

観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、「
ひ
と
」「
も
の
」
の
交

流
を
一
層
促
進
し
、
観
光
の
振
興
、

産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
雇
用
の
拡

大
、
移
住
・
定
住
促
進
を
実
現
さ
せ

て
い
く
、
こ
の
こ
と
が
一
つ
め
の
大

き
な
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
が
市
政
運
営

の
主
軸
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
が
一
つ
の
圏
域
と
し
て
、
一
体
的

な
発
展
を
目
指
す
連
携
と
共
栄
の
視

点
に
よ
る
事
業
展
開
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
会
を
中
心
に
産
・
官
・
学
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
強

め
な
が
ら
地
域
の
活
力
を
創
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
が
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
の
さ
ら
な

る
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
境
港
」
を
掲

げ
、
こ
れ
ま
で
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

重
点
施
策
と
し
て
少
子
化
対
策
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
至
る
一
連
の
支
援
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
出
生
率
・
出

生
数
の
増
加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
の
将
来
を
展
望
し
地
方
創
生

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
こ
の
二
つ
の
柱
を
、
境
港
市
創

生
へ
の
道
筋
と
し
て
力
強
く
推
進
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
中
に
策
定
す

る
本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
国
、
県

の
動
向
に
も
十
分
に
注
視
し
、
国
の

財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

戦
略
策
定
の
段
階
か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
積
極
的
に
参
画
い
た
だ
き
、

本
市
と
し
て
の
施
策
を
幅
広
く
展
開

し
て
い
く
た
め
の
実
効
性
あ
る
総
合

戦
略
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
各
市
の
総
合
戦
略
を

圏
域
共
有
の
も
の
と
捉
え
、
人
口
減

少
、
地
域
活
性
化
と
い
う
大
き
な
課

題
に
対
し
て
、
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
整
備
や
文
化
・
体

育
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
、

防
災
・
環
境
・
福
祉
な
ど
市
民
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
基
本
的
な
施
策
に

つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
い
う
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
の

要
と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
魅
力
と
活
気

に
あ
ふ
れ
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案

　

国
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生
に
取

り
組
む
た
め
の
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
関
連
事
業
費
を
地
方
財
政

計
画
の
歳
出
枠
に
新
設
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
実
施
等
に
よ
り
社
会
保
障
の
充
実

を
図
る
一
方
、
歳
入
に
お
い
て
は
、

新
規
国
債
発
行
額
は
平
成
26
年
度
か

ら
４
兆
円
を
超
え
る
大
幅
な
減
額
を

行
い
、
経
済
再
生
と
財
政
再
建
の
両

立
を
目
指
し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
債
残

高
の
大
幅
な
縮
減
や
基
金
の
増
加
な

ど
、
一
定
の
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
第
二
中
学
校
の
改
築

や
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
大
型

事
業
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
見
込

ま
れ
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の

耐
震
化
お
よ
び
老
朽
化
対
策
経
費
の

増
大
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
本
市
の

財
政
状
況
は
楽
観
で
き
る
状
況
に
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が３月４日から２６日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
平成２７年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
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平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず

る
を
制
す
」
を
基
本
姿
勢
に
歳
入
の

積
極
的
な
確
保
に
努
め
、
歳
入
規
模

に
見
合
っ
た
予
算
の
編
成
を
基
本
と

し
、
真
に
必
要
な
施
策
の
取
捨
選
択

を
行
っ
て
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
や
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
関
連
事
業
費
な
ど
、
国
の
補
正

予
算
を
活
用
し
、
26
年
度
予
算
に
お

い
て
一
部
事
業
を
前
倒
し
す
る
こ
と

で
、
よ
り
有
利
と
な
る
財
源
の
確
保

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
へ
の
対
応
、

小
中
学
校
体
育
館
の
天
井
の
耐
震
化

等
の
投
資
的
経
費
、
企
業
立
地
促
進

に
関
す
る
施
策
な
ど
を
計
上
す
る
一

方
、
引
き
続
き
規
律
あ
る
行
財
政
運

営
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
堅
持
や
、
市
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
諸
施
策
に
つ
い

て
も
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
最
大
限
配
慮
し
て
編
成
し
て
お

り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
で
あ
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
提

唱
し
て
お
り
ま
す
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
間
に
も
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

意
識
が
広
が
り
、
今
日
で
は
様
々
な

場
面
で
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
、
自
治
会
、
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
様
々
な
か
た
ち
で
連

携
、
協
力
し
合
い
、
よ
り
よ
い
ま
ち

を
創
り
上
げ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な

市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
地
方
創

生
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
も
、

総
合
戦
略
の
策
定
を
含
め
、
市
民
参

画
に
よ
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

　

境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
が
、

終
了
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

基
本
理
念
を
は
じ
め
、
市
政
運
営
の

大
き
な
方
向
性
は
、
引
き
継
い
で
い

く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
、
国
の
新

し
い
政
策
で
あ
る
地
方
創
生
に
係
る

総
合
戦
略
や
美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
計
画
な
ど
の
策
定
を

行
う
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
総
合

プ
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

計
画
の
策
定
後
に
、
そ
の
内
容
を
包

含
し
た
計
画
と
し
て
、
平
成
28
年
度

に
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
で
は
、
広
域
観
光
や
環
境
保
全
、

産
業
、
若
者
の
就
業
、
婚
活
の
支
援

な
ど
、
圏
域
が
一
体
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
、
構
成
各
市
が
有
す
る

特
徴
的
な
資
源
や
優
位
性
を
生
か
し

な
が
ら
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
新
た
に
圏
域
の

観
光
情
報
を
１
冊
に
ま
と
め
た
多
言

語
対
応
型
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
、
中
海
・
宍
道
湖
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
10
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
鳥
取
・
島
根

両
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
、
記

念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
圏
域
の
発
展
に
は
、
経
済

団
体
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

協
議
会
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
圏
域
と
し
て
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
、
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

　

平
成
21
年
に
開
設
さ
れ
た
環
日
本

海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、
当
圏
域

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

極
め
て
重
要
な
「
海
の
道
」
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
鳥
取
県
や
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
と
協
調
し
て
、
運

航
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
定
期
・
定
時
運
航
が
続

け
ら
れ
、
３
万
２
千
ト
ン
の
貨
物
と

延
べ
13
万
人
を
超
え
る
旅
客
が
境

港
・
東ト
ン
ヘ海

間
を
往
来
し
、
観
光
や
経

済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、
こ
の
圏
域
に
大
き
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
の
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
時
の
輸
送
手
段
や
中
国
東

北
部
と
も
連
結
し
た
航
路
と
し
て
、

今
後
の
発
展
性
も
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、
航
路
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
の
旅
客
船

沈
没
事
故
の
影
響
や
急
激
な
ル
ー
ブ

ル
安
に
伴
う
ロ
シ
ア
経
済
の
低
迷
な

ど
、
航
路
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
航
路
の
定
着
、

安
定
化
に
向
け
て
、
県
と
市
長
会
の

負
担
割
合
を
見
直
し
た
う
え
で
、
当

面
１
年
間
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
の
開
催
が
決
定
し

て
い
る
第
21
回
環
日
本
海
拠
点
都
市

会
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
８
月
、

中
国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
の
各
都
市
の

代
表
を
お
招
き
し
、
圏
域
の
一
体
的

発
展
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

交
流
と
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

米
子
―
ソ
ウ
ル
便
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
陰
国
際
観
光
協
議
会
を
中
心

に
取
り
組
ん
だ
ア
シ
ア
ナ
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
の
会
員
拡
大
な
ど
の
利
用
促
進

対
策
に
よ
り
搭
乗
率
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
各
種
支
援
制
度
や
旅

行
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
山
陰
地
方

唯
一
の
国
際
定
期
航
空
路
線
の
安
定

運
航
に
向
け
、
関
係
機
関
と
さ
ら
な

る
連
携
を
図
り
、
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

昨
年
は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
開

設
以
来
の
観
光
入
込
客
数
が
２
５
０

０
万
人
を
突
破
し
、
年
間
の
観
光
入

込
客
数
も
２
３
１
万
人
余
と
５
年
連

続
で
２
０
０
万
人
を
達
成
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
も
平

成
15
年
の
開
館
以
来
、
入
館
者
数
が

３
０
０
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
お
も
て
な
し
の
成

果
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

環
日
本
海
交
流
の
推
進

観

光

振

興
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Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
の
ホ
テ
ル
開
業
に

あ
わ
せ
、
夜
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
魅
力
向
上
の
た
め
、
河
童
の
泉
や

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
庭
で
の
夜
間

に
お
け
る
音
と
光
の
演
出
を
充
実
す

る
ほ
か
、
夜
の
観
光
案
内
マ
ッ
プ
の

作
成
や
夜
間
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

滞
在
型
観
光
地
へ
向
け
関
係
団
体
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
す
で
に
、
境
港
に
は
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
寄
港
が
20
回
以
上
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
れ
な
い
乗
客
お
よ
び

乗
務
員
の
２
次
交
通
の
手
段
と
し
て

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
ほ
か
、

間
も
な
く
運
用
を
開
始
す
る
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
一
帯
を
エ
リ
ア
と
し
た

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
に
お
け

る
外
国
語
表
記
の
充
実
や
音
声
ガ
イ

ド
の
利
便
性
向
上
、
さ
ら
に
は
、
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
内
の
み
な
と
ま
ち
商

店
街
で
の
免
税
店
コ
ー
ナ
ー
設
置
な

ど
、
さ
ら
な
る
お
も
て
な
し
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
の
国
内

線
就
航
地
で
あ
る
東
京
、
神
戸
、
沖

縄
や
３
月
、
全
線
開
通
し
た
中
国
横

断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
で
結
ば
れ

る
広
島
、
四
国
圏
域
へ
「
さ
か
な
と

鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
」
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
ほ
か
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
一
体
と
な
っ
た

お
も
て
な
し
や
情
報
発
信
に
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
26
年
の
水

揚
量
は
、
11
万
５
千
ト
ン
余
と
、
前

年
比
約
15
％
減
で
全
国
第
６
位
、
水

揚
げ
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年

比
約
８
％
増
の
１
９
２
億
円
余
で
全

国
第
８
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
水
産
資
源
の

減
少
や
漁
業
就
業
者
の
減
少
、
高
齢

化
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
中
、
特
定
漁
港
漁
場

整
備
事
業
計
画
が
、
昨
年
10
月
末
に

国
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
安

全
・
安
心
な
水
産
物
の
提
供
を
行
う

た
め
に
、
今
後
、
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
、
ま
き
網
漁
業
、
か
に
か
ご
漁
業
、

底
び
き
網
漁
業
等
の
漁
業
種
ご
と
に

陸
揚
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
高
度
衛
生

管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の
整
備
や
岸
壁

の
耐
震
化
な
ど
の
流
通
基
盤
整
備
事

業
に
鳥
取
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
就
業
者
育
成
支
援
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
船
乗
組
員

や
養
殖
業
従
業
員
を
新
た
に
雇
用
し

研
修
事
業
を
行
う
企
業
等
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

魚
食
普
及
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

園
児
た
ち
が
境
漁
港
の
見
学
を
行
う

お
さ
か
な
探
検
事
業
や
、
実
際
に
魚

を
捌さ
ば

く
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
キ
ッ
チ
ン
事

業
な
ど
魚
に
直
接
触
れ
る
体
験
を
通

じ
、
魚
に
親
し
む
食
育
事
業
を
継
続

す
る
ほ
か
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働

に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
元

水
産
物
を
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

境
港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
改
築

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
お
お
む

ね
管か

ん

渠き
ょ

工
事
が
終
了
し
、
平
成
27
年
度
は
工

事
の
最
終
年
度
と
し
て
、
汚
泥
脱
水

機
・
乾
燥
機
等
の
設
備
機
器
の
更
新

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
、
商
工
業
の
振
興

と

雇

用

の

創

出

　

都
会
か
ら
本
市
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
た
め
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
３
人
を
予
定
し

て
お
り
、
主
に
伯
州
綿
産
業
化
支
援

事
業
に
係
わ
り
な
が
ら
、
将
来
、
本

市
で
定
住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

伯
州
綿
産
業
化
支
援
事
業
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
ほ
か
栽
培
サ

ポ
ー
タ
ー
も
合
わ
せ
て
、
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
栽
培
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
ま
ち
な

か
ア
ス
パ
ル
で
の
加
工
品
販
売
の
ほ

か
、
綿
そ
の
も
の
の
販
売
に
も
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
伯
州
綿
は
、
全
国
的
に
も
貴
重
な

も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
地
域
資
源
と

し
て
そ
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
次
の

世
代
に
継
承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
鳥
取
県
等
と
連
携
し
な

が
ら
農
地
集
積
や
生
産
拡
大
、
経
営

の
改
善
を
目
指
す
農
家
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
都
会
で
暮
ら
し
な
が
ら

も
農
業
に
関
心
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

本
市
農
業
の
特
長
や
就
農
支
援
策
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
新
規
就
農
を
促
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
着

実
に
整
備
が
進
む
港
湾
・
空
港
な
ど

の
社
会
基
盤
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

今
後
も
鳥
取
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
設
置
し
た
相
談
窓
口
の
ほ
か
、
新

た
に
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て

初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
中

に
取
り
ま
と
め
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計
画
・
基
本

設
計
に
基
づ
き
、
道
路
の
詳
細
設
計

お
よ
び
付
随
す
る
照
明
計
画
等
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
道
の
修
景
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
地
元
商
店
街
や

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
街
並
み
に
関
す
る
一
定
の
ル
ー

ル
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
海
護
岸
整
備
お
よ
び

内
浜
地
区
内
水
対
策
事
業

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
渡
漁
港
の
移
設
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
北
側
と
南

側
の
護
岸
工
事
が
概
ね
完
了
し
、
現

在
、
中
央
部
の
護
岸
工
事
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
中

の
供
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
あ
わ
せ
て
本

市
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
渡
漁
港
周

辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
時

の
避
難
用
道
路
と
も
な
る
市
道
渡
84

号
線
の
道
路
整
備
や
、
内
水
排
除
対

策
と
し
て
の
樋ひ

門も
ん

改
修
と
排
水
路
改

修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
、
高
潮
や

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
、
内
浜
地
区
に
お
け
る
内
水
排

除
対
策
と
し
て
、
西
工
業
団
地
の
主

要
排
水
路
に
樋
門
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
エ
リ
ア
全
体
の
排
水
路
整
備

計
画
を
策
定
し
、
今
後
年
次
ご
と
に

改
修
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

農
業
、
商
工
業
の
振
興

と

雇

用

の

創

出

中
海
護
岸
整
備
お
よ
び

内
浜
地
区
内
水
対
策
事
業

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業
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港

湾

整

備

　

こ
れ
ま
で
周
辺
自
治
体
や
経
済
団

体
等
と
と
も
に
、
国
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
し
た
竹
内
南
地
区
の
貨
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
国
に
お
い
て
、
平

成
27
年
度
予
算
の
配
分
作
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
新
規
に
事
業
採
択
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
地
区
国
際
物
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
の
完
成
を
目
標
に
、
今

後
、
背
後
地
の
埋
立
て
や
、
ふ
頭
用

地
の
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
早
期
の
供
用
開
始

に
向
け
、
国
や
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

境
港
管
理
組
合
で
は
、
境
港
と
新

潟
港
、
苫
小
牧
港
を
結
ぶ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
に
よ
る
試
験
輸
送
が
こ
れ
ま
で
４

回
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
試
験
輸
送
の
結
果
を
踏
ま
え
、

国
土
交
通
省
や
境
港
管
理
組
合
が
中

心
と
な
り
、
定
期
航
路
開
設
に
向
け

て
の
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
官
民
合
同
の
協
議
会
の
設
立
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

定
期
航
路
の
開
設
に
は
貨
物
確
保

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
利
用
可
能
な

企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
新
た
な
荷
主
の

開
拓
な
ど
、
国
や
境
港
管
理
組
合
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
に
、
幸
神
町
全
域
と
隣

接
す
る
新
屋
町
の
一
部
、
計
０
・
27

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
着
手
い
た
し

ま
す
。
国
の
第
６
次
国
土
調
査
10
箇

年
計
画
に
対
応
す
る
、
本
市
に
お
け

る
向
こ
う
５
年
間
の
調
査
計
画
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水

予
測
箇
所
や
狭
あ
い
道
路
の
状
況
な

ど
防
災
の
観
点
か
ら
、
外
浜
地
区
を

中
心
に
、
約
２
・
４
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
事
業
の
よ
り
円

滑
で
効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、

地
籍
調
査
に
先
行
し
て
道
路
な
ど
官

民
境
界
の
現
況
等
を
測
量
す
る
、
国

土
交
通
省
の
都
市
部
官
民
境
界
基
本

調
査
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

市
域
の
約
７
割
を
占
め
る
宅
地
に
お

い
て
順
次
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
土

交
通
省
に
要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
国
の
制
度
等
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
、
本
市
の
地
籍
調
査

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
橋
り
ょ
う
等
の
整
備

　

安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
利
用
頻
度
が
高
く
、
損

傷
が
著
し
い
主
要
幹
線
道
路
の
改
修

や
通
学
路
の
安
全
対
策
、
街
路
灯
な

ど
道
路
の
安
全
施
設
の
整
備
等
を
、

順
次
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

主
要
道
路
の
改
修
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
国
道
４
３
１
号
線
北
端
に
続

く
４
車
線
の
市
道
境
１
２
９
号
線
、

境
港
総
合
技
術
高
校
西
側
の
市
道
中

野
高
松
線
な
ど
の
舗
装
改
修
を
行
う

と
と
も
に
、
大
型
の
道
路
附
属
物
や

橋
り
ょ
う
で
は
、
境
小
学
校
前
の
横

断
歩
道
橋
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
改

修
工
事
、
済
生
会
病
院
北
側
の
米
川

に
架
か
る
済
生
橋
改
修
の
た
め
の
実

施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
校
、
警
察
と
の
合
同
安
全

点
検
等
を
踏
ま
え
、
主
に
中
浜
小
学

校
東
側
道
路
の
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
舗

装
や
渡
小
学
校
前
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

街
路
灯
と
防
犯
灯
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
に
市
が
管

理
す
る
全
て
の
街
路
灯
、
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
切
り
替
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
は
、
道
路
交
差
点
照

明
等
の
大
型
照
明
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
狭
あ
い
道
路
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
拡
幅
の
た
め
に
必
要
と

な
る
用
地
の
提
供
や
補
償
費
に
つ
い

て
の
方
針
を
定
め
、
土
地
所
有
者
や

自
治
会
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
分
譲
に
つ
き
ま

し
て
は
、
定
期
借
地
権
制
度
に
よ
る

契
約
が
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
本

年
１
月
末
現
在
で
累
計
１
３
９
件
成

立
し
て
お
り
、
販
売
に
よ
る
分
譲
も

含
め
、
市
お
よ
び
土
地
開
発
公
社
の

分
譲
地
で
累
計
２
９
６
件
の
契
約
が

成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　

民
有
地
に
は
集
合
住
宅
を
含
め

１
０
０
件
近
い
住
宅
が
建
築
さ
れ
て

お
り
、
団
地
全
体
で
は
、
約
５
３
０

世
帯
、
１
６
０
０
人
余
の
人
が
暮
ら

し
、
市
街
地
の
形
成
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。

　

分
譲
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
商
業
施
設
の
誘
致
に
つ
き

ま
し
て
は
、
福
岡
市
に
本
社
を
置
く
、

株
式
会
社
ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

と
本
年
２
月
に
事
業
用
定
期
借
地
権

設
定
の
覚
書
を
締
結
し
、
進
出
が
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
頃
か
ら
店
舗
工
事
に
着
手
さ

れ
、
食
品
・
家
庭
用
品
・
衣
料
品
等

を
取
り
扱
う
24
時
間
営
業
の
郊
外
型

総
合
販
売
店
と
し
て
、
平
成
28
年
２

月
の
開
店
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
夕
日
ヶ
丘
団
地
の
分
譲
に

も
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
お

り
、
定
期
借
地
契
約
の
さ
ら
な
る
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
日
ヶ
丘
団
地
の
中
海
沿

い
に
お
け
る
親
水
護
岸
整
備
を
柱
と

し
た
夕
日
ヶ
丘
中
海
か
わ
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
末
に
策
定
作
業
を
終
え
、
国
へ

の
提
出
・
登
録
を
経
て
、
計
画
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
新
た

な
賑
わ
い
の
創
出
と
魅
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

空

家

対

策

　

適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
ず
、
市
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
空
家
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
に

施
行
し
た
境
港
市
空
家
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
所
有
者

等
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
助

言
す
る
な
ど
、
危
険
な
状
況
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
外
観
上
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
た
建
物
の
う
ち
、
特

に
危
険
と
思
わ
れ
る
建
物
の
詳
細
な

調
査
を
行
い
、
37
棟
が
条
例
に
規
定

す
る
特
定
空
家
に
該
当
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
建
物
に
つ
い
て
、
所
有

者
が
特
定
で
き
た
も
の
か
ら
、
面
談

や
文
書
送
付
な
ど
の
改
善
を
促
す
交

渉
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
に
３
棟
が
解

体
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

残
る
特
定
空
家
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
改
善
を
促
す
交
渉
な
ど
を

行
い
、
空
家
対
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

港

湾

整

備

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

地

籍

調

査

事

業

道
路
・
橋
り
ょ
う
等
の
整
備

空

家

対

策

7　平成２７年４月



公

共

下

水

道

事

業

　

平
成
27
年
度
の
公
共
下
水
道
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
境
線
周
辺

の
馬
場
崎
町
、
蓮
池
町
や
上
道
町
、

中
野
町
な
ど
で
汚
水
管
渠
の
面
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
現
行
の
事
業
計
画
区
域
内
は
予

定
よ
り
１
年
前
倒
し
で
整
備
が
ほ
ぼ

完
了
し
、
平
成
27
年
度
末
の
下
水
道

普
及
率
は
約
64
％
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
渡
方
面
に
向
か
う
境
港
２

号
汚
水
幹
線
は
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
境

港
支
所
前
か
ら
渡
緑
地
ま
で
の
間
に

お
い
て
整
備
を
行
い
、
渡
中
継
ポ
ン

プ
場
に
つ
い
て
は
、
暫
定
施
設
と
し

て
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
33
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
区

域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度

早
々
に
渡
地
区
全
域
と
市
道
外
港
外

江
線
以
南
の
外
江
地
区
の
一
部
、
な

ら
び
に
米
川
町
な
ど
約
２
０
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
拡
大
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
に
お
け
る
渡
地
区
で
の

面
整
備
着
工
を
目
指
し
て
、
汚
水
管

渠
の
実
施
設
計
な
ど
に
も
着
手
い
た

し
ま
す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
水
処
理
施
設
の
増
設
工
事

が
本
年
12
月
頃
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
、
加
え
て
既
存
の
水
処
理
設
備

や
主
ポ
ン
プ
設
備
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
の
改
築
工
事
に
も
着
手
い
た

し
ま
す
。

防

災

対

策

　

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
、

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
鳥
取
県
西
部
地
震

か
ら
15
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
の
実
効
性

を
確
認
す
る
た
め
、
鳥
取
県
西
部
地

域
で
開
催
さ
れ
る
鳥
取
県
防
災
フ
ェ

ス
タ
に
あ
わ
せ
て
、
本
市
で
も
市
民

参
加
型
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
ほ
か
、
広
域
住
民
避
難
計

画
の
説
明
会
を
引
き
続
き
自
主
防
災

組
織
や
各
種
団
体
な
ど
を
対
象
に
開

催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
防
災
施
設
の

充
実
・
強
化
、
自
衛
隊
員
と
の
さ
ら

な
る
交
流
の
促
進
を
目
的
に
、
防
衛

省
の
補
助
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く

り
構
想
策
定
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
３
月
中
に
構
想
を
取
り
ま

と
め
、
こ
の
構
想
を
も
と
に
市
民
会

館
周
辺
エ
リ
ア
と
竜
ケ
山
公
園
周
辺

エ
リ
ア
の
２
つ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
避
難
所
案
内
看
板
の
改

修
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

環

境

政

策

　

ご
み
の
処
理
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
米
子
市
に
処
理
委

託
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
可
燃
ご
み

に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
収
集
を
は
じ
め
、
古
紙
類
の
分
別

の
徹
底
、
生
ご
み
の
グ
ル
ー
プ
収
集

の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
減

量
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取
県
企
業
局
に

お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
竹
内
西
緑

地
太
陽
光
発
電
施
設
が
３
月
２
日
に

完
成
し
、
平
成
27
年
度
に
は
さ
ら
に
、

旧
境
水
産
高
校
跡
地
で
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
、

西
工
業
団
地
で
、
間
伐
材
な
ど
の
木

材
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
が
２
月
16
日
に
稼

働
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
家
庭
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
や
家
庭
用
太
陽
熱
温

水
器
等
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
引

き
続
き
行
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

側
溝
清
掃
に
お
き
ま
し
て
は
、
泥

の
堆
積
が
多
い
な
ど
で
地
元
住
民
で

は
対
応
が
困
難
な
箇
所
を
市
で
清
掃

す
る
地
区
別
側
溝
清
掃
を
、
平
成
27

年
度
は
境
地
区
・
上
道
地
区
で
集
中

的
に
実
施
し
、
排
水
不
良
等
の
解
消

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育

と

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

　

４
月
に
施
行
さ
れ
る
新
教
育
委
員

会
制
度
で
は
、
教
育
の
中
立
性
や
継

続
性
を
尊
重
し
な
が
ら
教
育
委
員
会

と
連
携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
総
合
教
育
会
議
を
招
集
し
、

大
綱
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
責

任
の
明
確
化
と
危
機
管
理
体
制
の
構

築
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
学

力
向
上
と
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
の

分
析
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
標
準

学
力
検
査
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
の
実
施
や
心

理
検
査
（
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
）
を
活
用

し
た
細
や
か
な
手
立
て
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
学
校
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
新
た
に
学
校
活
動
用
バ
ス
を

導
入
し
、
社
会
科
見
学
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
へ
の
活
用
、
各
種
大
会
へ
の
参

加
な
ど
、
学
び
の
機
会
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育
委
員
会
に
配

置
し
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

就
学
の
支
援
や
発
達
の
相
談
を
行
い
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
総
合
的
な
放
課
後
対

策
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
誠
道
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、

順
次
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
順
調
に
進
み
、

今
後
、
各
小
学
校
の
配
膳
室
の
改
修

工
事
に
と
り
か
か
る
な
ど
、
平
成
27

年
度
２
学
期
の
稼
働
に
向
け
て
鋭
意

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
中
学
校
体
育
館
と
武

道
場
の
天
井
や
照
明
器
具
な
ど
の
落

下
防
止
対
策
工
事
、
小
学
校
２
校
の

体
育
館
の
床
の
改
修
工
事
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

環

境

政

策

公

共

下

水

道

事

業

防

災

対

策

市報さかいみなと　8



社

会

教

育

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
し
て
、
公
民

館
は
「
集
い
、
ふ
れ
あ
い
、
ま
な
び

あ
い
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
民
館
報
等
を
活
用
し

た
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
気

あ
ふ
れ
、
愛
さ
れ
る
公
民
館
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
か
ら
、
開
館
時
間
を
30
分
早
め

９
時
30
分
と
し
、
平
日
の
閉
館
時
間

に
つ
き
ま
し
て
も
30
分
延
長
し
、
18

時
30
分
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
従
来
毎
週
月
曜
日
と
し
て

い
た
休
館
日
を
、
第
２
木
曜
日
と
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
市
民
が
気
軽
に
芸
術
・
文
化
に

親
し
め
る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
、
本
市
出

身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
小こ
て
つ鉄
和か
ず
ひ
ろ
広
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て
お

り
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱

団
と
の
共
演
な
ど
に
よ
り
、
親
し
み

の
あ
る
温
か
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
後
70
周
年
を
迎
え
、
戦

争
体
験
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
、

戦
争
の
悲
惨
さ
か
ら
平
和
の
尊
さ
を

再
認
識
す
る
た
め
に
も
、
企
画
展
覧

会
と
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
く
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耐
震
診
断
の
結
果
を
受
け
て
、
２
月

１
日
か
ら
第
２
体
育
館
を
除
き
使
用

停
止
と
し
て
お
り
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
区
体
育
館
や
小
中
学

校
の
施
設
な
ど
を
活
用
い
た
だ
き
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
境
港
市
体
育
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

く
一
方
で
、
平
成
27
年
度
予
算
に
お

い
て
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計

費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
刻
も
早
い
使
用
再
開
に
向
け
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
上
道
公
民
館
の
改
修
工
事
や

余
子
公
民
館
お
よ
び
渡
公
民
館
集
会

室
の
実
施
設
計
を
行
う
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
芝
生
化
、
市
民
温
水

プ
ー
ル
空
調
機
器
改
修
工
事
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
施
設
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
が
、
こ
れ
に
伴
い
本
市
で
も
平
成

27
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
境
港
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
、
幼
児
期
の
学

校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境
港
市
児
童
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
（
陽
な
た
）
で
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
し
た
、
就
学
前
の
児
童

の
発
達
相
談
や
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
月
末
を
も
っ
て
同
セ
ン
タ
ー

で
の
事
業
は
終
え
、
今
後
は
、
市
内

に
開
設
さ
れ
る
児
童
発
達
支
援
事
業

所
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
子
ど
も

達
の
発
達
相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
拡
充
し
て
き
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
、

子
育
て
拠
点
施
設
で
の
親
子
支
援
や

乳
幼
児
健
診
か
ら
療
育
支
援
へ
と
つ

な
ぐ
母
子
保
健
な
ど
の
諸
事
業
と
合

わ
せ
引
き
続
き
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

昨
年
、
全
国
障
が
い
者
芸
術
・
文

化
祭
と
っ
と
り
大
会
の
関
連
事
業
と

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
作
品
展

を
中
心
と
し
た
、
さ
か
い
み
な
と

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ「
ほ
っ
と
は
あ
と
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
作
品
製
作
意
欲
も
高

ま
り
、
よ
り
社
会
参
加
の
促
進
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
市
民
の
障
が
い

へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
展
示
数
を
増
や
す
な
ど
、

よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

　

全
国
的
に
、
生
活
保
護
受
給
者
が

過
去
最
高
と
な
る
な
ど
、
経
済
的
困

窮
ま
た
は
社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ

る
人
々
が
増
加
し
て
い
る
中
、
本
年

４
月
か
ら
、
新
た
に
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
支
援
制
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
多
様
な
課
題
に
つ
い
て
の
包
括

的
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
就
労
に

向
け
た
支
援
や
住
宅
の
確
保
な
ど
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
生
活
保
護
に

至
る
前
の
段
階
で
の
自
立
促
進
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
の
事
業
実
施
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
福
祉
課
に
相
談
支
援
員
を

配
置
し
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
や
就
労
支
援
員
と
十
分
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
一
体
的
に
相
談
援
助

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

地
域
の
一
員
と
し
て
社
会
参
加
を
し

な
が
ら
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
生
活
支
援
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築

に
向
け
た
初
期
の
計
画
で
あ
る
、
第

６
期
境
港
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
案
が
、
２
月
の
策

定
委
員
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
３
年
間
を
事

業
期
間
と
す
る
こ
の
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
、
介
護
予
防
事
業
の
拡

充
、
医
療
や
介
護
等
の
連
携
に
よ
る

在
宅
医
療
の
推
進
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
整
備
、
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
の
計
画
の
中
で
、

今
後
３
年
間
の
介
護
給
付
費
等
の
見

込
み
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
の
設

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
65
歳

以
上
で
あ
る
第
１
号
被
保
険
者
の

平
成
27
年
度
か
ら
の
年
額
基
準
額

は
、
現
在
の
７
万
１
７
０
０
円
か
ら

７
万
４
７
０
０
円
と
３
千
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
負
担
増
と

な
り
ま
す
が
、
制
度
を
健
全
に
維
持

し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
し
て
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社

会

教

育

子

育

て

支

援

の

充

実

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

３月定例市議会報告

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

高

齢

者

福

祉

の

充

実
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市

民

の

健

康

づ

く

り

　

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受

診
率
の
向
上
を
重
点
課
題
と
し
て
、

検
診
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
度
は
、
新
た
に
肺
が
ん
検
診

に
個
別
検
診
の
導
入
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病

院
や
境
港
医
師
協
会
と
連
携
し
た
講

演
会
の
実
施
の
ほ
か
、
健
康
づ
く
り

地
区
推
進
員
や
平
成
26
年
度
か
ら
立

ち
上
げ
た
検
診
す
す
め
隊
を
中
心
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

を
展
開
し
、
が
ん
検
診
の
継
続
的
な

受
診
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
活
動
の

定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
死
予
防
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
予
防
活
動
に
加
え
、
保

健
・
福
祉
・
教
育
分
野
の
関
係
機
関

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
い

の
ち
と
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
な
か
で
、
思
春
期
か
ら
の
予
防

に
力
点
を
置
い
た
幅
広
い
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平

成

27

年

度

予

算

　

一
般
会
計
が
１
５
６
億
８
０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
２
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
６
％

増
の
２
７
０
億
３
５
３
２
万
８
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

成

26

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当

２
３
６
９
万
円
余
、
夕
日
ヶ
丘
地
区

の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴
う
、

境
港
市
土
地
開
発
公
社
等
か
ら
の
土

地
購
入
費
４
５
０
４
万
円
余
、
生
活

保
護
費
な
ど
平
成
25
年
度
に
国
・
県

か
ら
受
け
た
負
担
金
や
補
助
金
等
の

精
算
に
伴
う
返
還
金
４
３
９
５
万
円

余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
５
３
１
４
万
円
余
、
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に

伴
う
、
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

１
４
４
９
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
衛
生
費
】

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
受

診
率
の
増
加
に
伴
う
検
診
委
託
料

１
１
７
万
円
余
を
増
額
す
る
一
方
、

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
燃

料
使
用
量
の
減
少
等
に
伴
う
、
鳥
取

県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負

担
金
１
１
７
９
万
円
余
を
減
額
。

【
商
工
費
】

　

販
売
管
理
費
の
増
加
等
に
伴
う
、

み
な
と
ま
ち
商
店
街
運
営
費
に
対
す

る
追
加
助
成
金
２
４
４
万
円
余
を
増

額
。

【
土
木
費
】

　

外
港
竹
内
地
区
な
ど
の
岸
壁
改
良

工
事
に
伴
う
港
湾
整
備
事
業
地
元
負

担
金
１
７
５
万
円
余
を
増
額
。

【
消
防
費
】

　

退
職
者
の
増
加
に
よ
る
退
職
手
当

の
増
額
等
に
伴
う
、
鳥
取
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
へ
の
負
担
金
１
０

０
７
万
円
余
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

老
朽
化
し
た
誠
道
小
学
校
プ
ー
ル

循
環
ろ
過
装
置
の
更
新
工
事
費
７
８

４
万
円
余
、
誠
道
公
民
館
の
屋
上
防

水
や
空
調
設
備
等
の
改
修
費
９
２
６

５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
増
額
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
市

民
税
と
基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を

増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
２
５
６
８
万
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
７
７
億
２
３
６
６
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年
度
内

に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
地
域

総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業
な
ど
８
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
新
た

に
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰
り

越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

国
が
策
定
し
た
特
定
漁
港
漁
場
整

備
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
間
、
県

が
施
行
す
る
境
漁
港
の
岸
壁
耐
震
化

対
策
等
の
整
備
に
伴
う
漁
港
改
修
事

業
地
元
負
担
金
と
、
平
成
27
年
度
当

初
か
ら
必
要
と
な
る
学
校
給
食
の
食

材
の
購
入
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

中
に
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し

た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
７
２
６
０
万
円
余

を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
３
９
８
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
43
億
８
１
４
２
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
の
補
正
予

算
を
活
用
し
、
境
地
区
の
雨
水
排
水

路
の
整
備
費
６
７
２
０
万
円
を
増
額

す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

０
１
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
24
億
８
４
７
５
万
４
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
工
期
の
関
係
な

ど
に
よ
り
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が

困
難
で
あ
る
下
水
道
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
な
ど
３
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越

明
許
費
を
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算

を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

介
護
保
険
料
還
付
金
の
不
足
額
76

万
円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
59
万
４
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
36
億
３
９
８
６
万
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
市
場
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

工
期
の
関
係
に
よ
り
年
度
内
に
事

業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
汚
水
処
理

施
設
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越
明

許
費
を
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を

繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
補

正
予
算

　

保
険
基
盤
安
定
事
業
負
担
金
の
額

の
確
定
に
伴
う
、
鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
１
７

３
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
３
億
７
５
３
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

市
長
の
給
与
を
20
％
、
副
市
長
の

給
与
を
15
％
、
教
育
長
の
給
与
を
10

％
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
期
間
を
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間
延

長
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
職
給
料
表
に
規
定
す
る
給
料

月
額
を
平
均
２
％
引
き
下
げ
る
な
ど
、

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
改
め
ま
し
た
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

平

成

26

年

度

予

算

平

成

27

年

度

予

算
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■
境
港
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、

行
政
指
導
を
行
う
際
に
、
許
認
可
等

の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
な

場
合
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条

項
を
示
す
こ
と
な
ど
の
規
定
を
設
け

ま
し
た
。

■
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ

と
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

同
基
金
か
ら
、
境
港
市
土
地
開
発

公
社
に
貸
付
け
で
き
る
よ
う
改
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
が
、
警
備
警
戒
出
動
し

た
と
き
の
費
用
弁
償
額
を
３
０
０
円

引
き
上
げ
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委

員
に
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
代

表
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
を

設
け
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正

　

現
在
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
と
し
て
い
る
対
象
児
童
を
、
誠

道
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
６
年

生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
制
定

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴

い
、
施
設
の
設
置
に
関
す
る
条
例
を

定
め
ま
し
た
。

■
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
た
な
教
育
長
が
教
育
委
員
会
の

代
表
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

教
育
委
員
会
の
委
員
長
を
廃
止
す
る

な
ど
、
法
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理

を
行
う
た
め
、
４
つ
の
条
例
に
つ
い

て
一
部
改
正
す
る
と
と
も
に
、
１
つ

の
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

新
た
に
特
別
職
と
な
る
教
育
長
に

つ
い
て
、
法
に
よ
り
職
務
に
専
念
す

る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
職
員
の
例
に
準
じ
た
特
例
を
定

め
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
つ
い
て
は
、

建
築
主
が
判
定
機
関
に
直
接
申
請
す

る
よ
う
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

建
築
確
認
の
事
務
に
関
す
る
手
数
料

を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

第
６
期
と
な
る
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
こ
の
期
間
の
給
付
費
の
見

込
み
を
基
に
、
保
険
料
率
を
定
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
保
育
所
条
例
の
全
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
が
、
４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

保
育
の
利
用
基
準
お
よ
び
使
用
料
の

規
定
に
つ
い
て
、
同
法
を
根
拠
と
す

る
よ
う
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
等
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き

支
給
認
定
を
受
け
た
者
が
、
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
場

合
の
利
用
者
負
担
額
を
規
定
す
る
と

と
も
に
、
市
が
、
利
用
者
負
担
額
を

徴
収
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
規
定

等
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
副
市
長
に
安
倍
和か
ず
み海

さ
ん
を
選
任

■
人
権
擁
護
委
員
に
池
淵
美
津
子
さ

ん
を
推
薦

請
願
の
審
議
結
果

■
不
採
択　
　
　

◇
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
国
家
賠
償

　

を
求
め
る
請
願

◇
集
団
的
自
衛
権
関
連
法
案
を
国
会

　

に
提
出
し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願

２

月

臨

時

市

議

会

　
　
　
　
　
　
（
２
月
24
日
開
催
）

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

国
の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

た
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
す
る
事

業
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
交
付
金

は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
な
ど
を
行
う
た
め
の
地
域
消
費

喚
起
・
生
活
支
援
型
交
付
金
と
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
や
、
同
戦
略
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
事
業
を
、
先
行
し
て
実
施
す
る

た
め
の
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
の

２
種
類
が
あ
り
、
本
市
へ
の
配
分
額

は
そ
れ
ぞ
れ
、
６
５
５
１
万
２
千
円

と
、
４
２
０
３
万
６
千
円
で
す
。

【
総
務
費
】　

境
港
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
経
費

３
１
６
万
円
余
を
増
額
。

【
民
生
費
】　

低
所
得
者
世
帯
等
へ
の

生
活
支
援
策
と
し
て
、
対
象
と
な
る

世
帯
に
、
４
千
円
の
商
品
券
を
配

布
す
る
た
め
の
経
費
４
８
９
万
円

余
、
私
立
保
育
園
の
低
年
齢
児
・
乳

児
・
障
が
い
児
保
育
に
要
す
る
保
育

士
を
適
正
に
配
置
す
る
た
め
の
助
成

金
２
８
７
８
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
衛
生
費
】　

不
妊
治
療
に
対
す
る
助

成
金
４
３
３
万
円
余
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】　

水
産
加
工
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
に
実
施
す

る
、
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加

工
大
賞
の
開
催
経
費
や
、
全
国
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
団
体
へ

の
助
成
金
２
５
９
万
円
余
な
ど
を
増

額
。

【
商
工
費
】　

地
域
の
消
費
喚
起
策
と

し
て
、
市
内
の
商
店
等
で
使
用
で
き

る
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

１
冊
１
万
円
を
２
万
６
千
冊
発
行
す

る
た
め
の
経
費
３
億
２
２
９
１
万
円

余
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
は
ま

る
ー
ぷ
バ
ス
の
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ

や
、
夜
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
仕

掛
け
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
経
費
等

７
５
９
万
円
余
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
や
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
利
用

等
で
増
加
す
る
、
外
国
人
観
光
客

へ
の
お
も
て
な
し
の
充
実
を
図
る
た

め
、
み
な
と
ま
ち
商
店
街
に
免
税
店

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
助
成

金
や
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
に
お
い

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
音
声
ガ
イ

ド
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
等

１
３
３
２
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
９
８
８
７
万
７
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
７
３
億
９
７
９

８
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
12
事
業
い
ず
れ
も
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
、
翌
年

度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

３月定例市議会報告
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情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

  半
はん

世
せい

紀
き

前
まえ

に初
しょ

版
はん

が出
で

た名
めい

著
ちょ

。

今
いま

、ＮＨＫ・ＢＳで放
ほう

映
えい

中
ちゅう

の

グレートトラバースでプロア

ドベンチャー田
た

中
なか

陽
よう

希
き

が挑
いど

む。

　簡
かん

潔
けつ

な漫
まん

画
が

が面
おも

白
しろ

くわかり

やすい。中
ちゅう

国
ごく

三
さん

千
ぜん

余
よ

年
ねん

の漢
かん

字
じ

文
ぶん

化
か

の恩
おん

恵
けい

を思
おも

う。境
さかい

港
みなと

市
し

観
かん

光
こう

協
きょう

会
かい

発
はっ

行
こう

のベストセラー。

  急
きゅう

激
げき

な人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

と産
さん

業
ぎょう

の衰
すい

退
たい

のために、世
せ

界
かい

中
じゅう

の都
と

市
し

が

縮
しゅく

小
しょう

し、時
とき

に破
は

綻
たん

している。

破
は

綻
たん

からの再
さい

生
せい

の具
ぐ

体
たい

例
れい

。

　世
せ

界
かい

にはさまざまな理
り

由
ゆう

に

よる立
たち

入
いり

禁
きん

止
し

エリアがある。

刑
けい

務
む

所
しょ

・金
きん

塊
かい

貯
ちょ

蔵
ぞう

庫
こ

・研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

・女
じょ

王
おう

寝
しん

室
しつ

・・を紹
しょう

介
かい

する。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇子
こ

どもと本
ほん

　　　　　　　　（松
まつ

岡
おか

享
きょう

子
こ

）

◇刑
けい

務
む

所
しょ

で盲
もう

導
どう

犬
けん

を育
そだ

てる　　（大
おお

塚
つか

敦
あつ

子
こ

）

◇シアワセなお金
かね

の使
つか

い方
かた

　　（南
みなみ

野
の

忠
ただ

晴
はる

）

◇おもしろ実
じつ

用
よう

てんこく術
じゅつ

　　（岡
おか

野
の

楠
なん

亭
てい

）

◇日
に

本
ほん

発
はつ

！世
せ

界
かい

のヒット商
しょう

品
ひん

  （毎
まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

）

◇農
のう

山
さん

村
そん

は消
しょう

滅
めつ

しない　　　（小
お

田
だ

切
ぎり

徳
とく

美
み

）

◇能
のう

楽
がく

のなかの女
おんな

たち　　　　（脇
わき

田
た

晴
はる

子
こ

）

◇森
もり

鷗
おう

外
がい

ドイツ三
さん

部
ぶ

作
さく

紀
き

行
こう

　  （田
た

中
なか

幸
ゆき

昭
あき

）

◇戦
せん

後
ご

韓
かん

国
こく

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

　　（キムソンミン）

◇未
み

完
かん

の戦
せん

時
じ

下
か

抵
てい

抗
こう

　　　　  （田
た

中
なか

伸
のぶ

尚
ひさ

）

◇原
げん

発
ぱつ

と大
おお

津
つ

波
なみ

―警
けい

告
こく

を葬
ほうむ

った人
ひと

々
びと

　　　　　　　　　　　　　　（添
そえ

田
だ

孝
たか

史
し

）

◇タックス・イーター　　　  　（志
し

賀
が

櫻
さくら

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

431冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

☆絵
え

本
ほん

・児
じ

童
どう

書
しょ

　新
しん

刊
かん

書
しょ

のほか、読
よ

み継
つ

が

れてきた名
めい

著
ちょ

がたくさんあります。

☆大
だい

活
かつ

字
じ

本
ぼん

　大
おお

きな活
かつ

字
じ

の本
ほん

があります。

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

日に

本ほ
ん

百
ひ
ゃ
く

名め
い

山ざ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

深ふ
か

田だ

久
き
ゅ
う

弥や

漫ま
ん

画が　

故こ

事じ

成せ
い

語ご

　
　
　

             

楠
く
す
の
き

麻ま

貴き

子こ

縮
し
ゅ
く

小
し
ょ
う

都と

市し

の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

　
　
　
　
　

        　

矢や

作は
ぎ

弘
ひ
ろ
し

絶ぜ
っ

対た
い

に
行い

け
な
い

　
　

世せ

界か
い

の
非ひ

公こ
う

開か
い

区く

域い
き

99

　
　
　
　
　
　

  

Ｄ
．
ス
ミ
ス

　

明
治
11
年
４
月
、
渡
村
は
県
下
で
初

め
て
の
村そ

ん

会か
い

を
開
き
ま
し
た
。
国
の
町

村
会
法
制
定
よ
り
2
年
も
早
く
、
渡
村

が
自
治
の
共
存
に
先
駆
的
な
風
土
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

村
会
開
設
の
発
案
者
は
同
村
の
文ぶ

ん

人じ
ん

「
渡
辺
公こ

う

甫ほ

」
で
、そ
の
趣
意
書
に
「
又

本
村
学
齢
外
青
年
就
学
ノ
方
法
ヲ
議

シ
」
と
、
青
年
教
育
の
重
要
性
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

明
治
40
年
３
月
、
小
学
校
令
が
改
正

さ
れ
義
務
教
育
が
6
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
前
年
に
農
村
青
少
年
を
対
象

と
し
て
農
業
専
門
知
識
や
技
能
習
得
を

目
的
と
し
た
「
渡
農
業
補
習
学
校
」
が

渡
小
学
校
に
付
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
名
の
変
遷
を
経
て
、
昭

和
16
年
青
年
学
校
の
義
務
制
実
施
に
伴

い
教
育
の
拡
充
強
化
か
ら
、
独
立
校
舎

が
要
望
さ
れ
近
郊
六
ヶ
村
に
よ
る
組
合

立
青
年
学
校
建
設
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
州
で
会
社
を
経
営
す
る
渡
村
出
身

の
渡
部
正
た
だ
し

が
、
こ
の
計
画
を
知
り
、
校

舎
敷
地
の
寄
付
を
申
し
出
て
、
昭
和
18

年
新
校
舎
「
興
亜
実
業
専
修
学
校
」
は

入
学
生
５
７
４
名
で
も
っ
て
開
校
と
な

り
ま
し
た
。

　

終
戦
後
、
校
名
は
「
興
和
実
業
専
修

学
校
」
に
変
わ
り
、
学
校
教
育
法
の
改

正
に
よ
り
昭
和
23
年
に
廃
校
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
学
制
改
革
に
よ
っ
て

校
舎
は
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
、
渡
中
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

そ
の
渡
中
学
校
も
昭
和
32
年
に
市
立

第
二
中
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、

校
地
は
現
在
の
缶
詰
工
場
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

工
場
北
東
の
一
隅
に
あ
る
一
本
の

「
桜
の
老
木
」
が
、
渡
の
歴
史
を
教
え

て
あ
げ
る
と
い
う
よ
う
に
、
今
年
も
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ

浩
ひ
ろ
し

）

渡港の移り変わり渡港の移り変わり

渡中学校（～昭和 30 年ごろ）

渡中学校跡地の缶詰工場（現在）

市報さかいみなと　12



　実際に取引のある銀行を装って、偽のキャッシュ

カードを送り付け、「交換」などと称して使用中の

キャッシュカードと暗証番号を送らせる事例が国民生

活センターに報告されました。

【事例】

　取引のある銀行名を名乗り

「あなたの個人情報が漏れて

いるので、キャッシュカード

を交換する」と電話があった。

　しばらくして、新しいカー

ドや書類、返信用封筒が届き、

「今使っているカードと、書類へ暗証番号を記載して

返送するように」と書かれていた。

【アドバイス】

○金融機関がキャッシュカードを返送させたり、暗証

番号を尋ねたりすることは決してありません。このよ

うな連絡を受けても絶対に返送してはいけません。

○少しでも怪しいと思ったら、消費生活相談室や警察、

取引している金融機関に相談してください。

　金融機関に問い合わせる際は、送られてきた通知に

記載してある連絡先ではなく、番号案内等を利用して

確認した番号に問い合わせるようにしてください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

キャッシュカードと暗証番号を
               だまし取る詐欺に注意

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

155 140消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

ルールとマナー

　私たちは、社会の中で、いろいろなルールに囲まれ

て暮らしていますが、ルールさえ守っていればそれで

十分という訳ではありません。誰もが気持ちの良い社

会生活を営むためには、ルール以前のマナーや思いや

りがより大切ではないでしょうか。

　例えば、「ハートフル駐車場」の標示があるにもか

かわらず、利用対象外の車が停められていることがあ

ります。同様に、歩道の点字ブロックの上に自転車な

どが置かれているのも見かけます。また、広い駐車場

の出口や工事などで車線が減少する場合、われ先に行

こうとするとますます混雑してしまいます。

　「一人ぐらい･･･」、「皆がしているから･･･」とい

う気持ちで行った事が、誰かに迷惑をかけているかも

知れません。

　大型連休で戸外に出かけられる人も多いと思いま

す。時間にも気持ちにもゆとりをもって、楽しい時間

を過ごしましょう。

　過ごしやすい気候になってくると、人や車の動きが活発となり、犯

罪が増加する傾向にあります。

　特に、自転車盗、車上ねらい、万引き、空き巣などの犯罪が多発す

るおそれがあります。

○自転車が盗難被害に遭わないために、ワイヤー錠等での二重ロック

○家の戸締まり、車のドアロック、近所の声掛けなどの防犯活動

を行っていただき、犯罪の被害に遭わないようにご注意ください。

　平成26年中の自転車盗、車上ねらい、

住宅対象侵入窃盗は、鳥取県内で、７割

以上の人が無施錠で被害に遭っています。

交互合流

犯罪被害の防止について

点字ブロック

市民運動会

市内全校区で

 ５月１０日（日）開催
◇ところ　各小学校グラウンド

◇雨天等、中止時の予備開催日は、

　５月１７日（日）です。

　※変更の場合あり

◇市民運動会は毎年５月の第２日

　曜日に開催されます。

13　平成２７年４月



informationinformation

鳥
取
県
知
事
・
鳥
取

県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
12
日
（
日
）
は
、
鳥
取
県
知

事
選
挙
お
よ
び
、
鳥
取
県
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時
間
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　

大
切
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

市
民
図
書
館
の
開
館
時
間
・

休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
開
館
時

間
・
休
館
日
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
開
館
時
間

（
旧
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
新
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

30
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
、
午

後
６
時
ま
で

▼
休
館
日

（
旧
）
月
曜
日
、
月
末

（
新
）
第
２
木
曜
日
、
月
末

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

◇
市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

避
難
所
の
指
定
解
除

　

次
の
施
設
は
、
避
難
所
の
指
定
を

解
除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
体
育

館
使
用
停
止
に
伴
い
、
一
時
集
結
所

の
代
替
施
設
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
解
除
理
由
と
対
象
施
設
名

【
施
設
が
使
用
停
止
の
た
め
】

　

市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
、
旧
水

産
高
校

【
施
設
を
民
間
に
譲
渡
し
た
た
め
】

　

旧
台
場
保
育
所
、
外
江
保
育
所
、

余
子
保
育
所

▼
原
子
力
災
害
時
の
一
時
集
結
所
の

代
替
施
設
に
つ
い
て

【
市
民
体
育
館
】

◇
対
象
地
域

　

芝
町
、
清
水
町
、
弥
生
町
、
米
川

　

町
お
よ
び
、
中
野
町
の
一
部

◇
代
替
施
設　
　

第
２
市
民
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

原
子
力
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

　

原
子
力
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市

報
に
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
は
、
他
の
災
害
と
異

な
り
、「
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
た
め
、
事
前
に
災
害
に
関

す
る
知
識
な
ど
を
身
に
付
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
確
認
し
、
原
子
力
防
災
に
対
す
る

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

就

学

援

助

制

度

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
で
、
経

済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
世
帯

に
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
（
修

学
旅
行
費
等
）・
給
食
費
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

▼
対　

象

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
っ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
９
）

奨
学
資
金
の
貸
付

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。
希

望
者
は
内
容
を
確
認
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
お

よ
び
、
通
信
制
の
各
課
程
に
在
籍
し

て
い
て
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
で
、
３
年
以
上
本
市

に
在
住
の
人

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
付
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
９
）

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

▼
対　

象

◇
申
請
日
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、

　

４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

◇
平
成
25
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が
非

　

課
税
の
人

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助
の

対
象
者
は
除
く

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き　

１
万
円

▼
持
参
す
る
も
の

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

（
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
）、
印
章
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
家
庭
に
は
学

校
か
ら
配
布
さ
れ
ま
す
。）

※
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
平
成
25
年
分
の
所
得

の
わ
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必
要

で
す
。

▼
申
請
期
限　

４
月
30
日
（
木
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

市報さかいみなと　14



informationinformation

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

購

入

費

補

助

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
含
む
）
購
入
費
用
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳
未
満
児
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
費

用
の
２
分
の
１
（
５
千
円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法

　

購
入
後
１
年
以
内
に
、
自
治
防
災

課
（
本
庁
２
階
）
の
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

領
収
書
（
申
請
者
、
金
額
、
品
名
、

日
付
、
販
売
店
名
の
記
載
の
あ
る
も

の
）、
印
章
、
申
請
者
の
通
帳
（
補

助
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

高
齢
者
運
転
免
許

自

主

返

納

支

援

　

運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
は

ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
回
数
乗
車
券
を
交

付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
市
民

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
２

冊
（
１
冊
60
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
持
参
す
る
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
で
自

　

主
返
納
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
、

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

　

通
知
書
」
の
写
し
ま
た
は
、
運
転

　

免
許
経
歴
書
の
写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
消
日
ま

た
は
、
運
転
免
許
経
歴
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず
れ
か
の
日

か
ら
60
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

高

等

職

業

訓

練

促
進
給
付
金
等
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
、
父

が
就
業
す
る
際
に
有
利
で
、
生
活
の

安
定
に
役
立
つ
資
格
の
取
得
を
促
進

す
る
た
め
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
水

　

準
に
あ
る
人

◇
２
年
以
上
の
養
成
機
関
に
修
業
し
、

　

対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
め
る
人

◇
仕
事
や
育
児
と
学
業
の
両
立
が
難

　

し
い
人

◇
過
去
に
本
事
業
ま
た
は
同
趣
旨
の

　

事
業
を
利
用
し
て
い
な
い
人

◇
境
港
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定

　

に
抵
触
し
な
い
人

▼
対
象
資
格

　
（
准
）
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の

就
業
に
結
び
つ
く
国
家
資
格

▼
支
給
金
額
・
支
給
期
間
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
へ
、
通
院
等
の
際
に
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

▼
交
付
枚
数　

１
カ
月
４
枚

※
年
間
48
枚
を
限
度

▼
持
参
す
る
も
の

◇
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

◇
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の

　

印
章
（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任

状
と
代
理
人
の
印
章
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

有　

料　

広　

告

高等職業訓練

促進給付金

高等職業訓練

修了支援給付金

支
給
額（
月
額
）

市民税非課

税世帯
100,000 円 50,000 円

市民税課税

世帯
70,500 円 25,000 円

支給期間等
修業期間の

全期間
修了日以降

15　平成２７年４月



informationinformation

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
上
の
計
量
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い

ま
す
。
計
量
器
を
お
持
ち
の
人
は
、

左
表
の
い
ず
れ
か
の
日
に
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

犯
罪
被
害
者
等
総
合
相
談
窓
口

　

誰
も
が
犯
罪
被
害
に
あ
う
可
能
性

が
あ
り
、
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

事
件
時
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
事
件
後
に
も
様
々
な
困
難
な
状

況
や
、
二
次
的
被
害
に
直
面
し
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
市
役
所
各
課

が
所
管
す
る
各
種
支
援
制
度
の
案
内

や
手
続
き
の
補
助
、
関
係
機
関
・
団

体
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
支
援

に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
た
め
の

窓
口
を
、
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

内
に
設
置
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
対
象
と
思
わ
れ
る
家

庭
を
訪
問
し
、
緊
急
時
連
絡
先
や
健

康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
と
併
せ
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
等
の
買
い
物
手
段
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
す
。

※
訪
問
す
る
民
生
委
員
は
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
目
的

【
高
齢
者
実
態
調
査
】

　

緊
急
時
や
支
援
が
必
要
な
場
合
に
、

市
ま
た
は
市
の
委
託
機
関
に
よ
る
安

否
確
認
や
関
係
者
へ
の
連
絡
・
対
応

に
活
用
し
ま
す
。

【
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
】

　

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
高

齢
者
を
事
前
に
把
握
し
、
情
報
提
供

に
同
意
の
あ
っ
た
場
合
に
は
地
域
に

情
報
提
供
し
、
災
害
時
の
避
難
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

有　

料　

広　

告

5 

と　き ところ 時　間

4 月 24 日（金）

市役所
別館車庫

午前 10 時
～

午後３時

4月 28 日（火）

5月 12 日（火）

5月 15 日（金）

5月 19 日（火）

5月 22 日（金）

境港市市民活動保険のご案内

市民活動の区分と活動の例
（無報酬・公益性のある活動）

対象とならない例 補償内容

●社会教育活動
　レクリエーション活動、文化活動

【賠償責任補償】

◇交通事故など車両によるもの

◇親族に対するもの

【傷害補償】

◇医師が患者の自覚症状を裏付けることがで

　きない疾病

◇脳疾患、疾病、心身喪失によるもの

◇労務災害補償の適用となるもの

【共通】

◇天災によるもの

◇故意、闘争行為によるもの

◇スポーツ団体が行う競技や練習

◇観覧者、応援者への補償

◇市主催事業

【賠償責任補償】

　※免責額　５千円

　◇身体賠償

　　１人　６，０００万円

　　１事故　３億円

　◇財産賠償

　◇受託者賠償

　　１事故　１００万円

【傷害補償】

　◇死亡　　　２００万円

　◇後遺障害　２００～６００万円

　◇入院補償　３千円／日

　◇通院補償　２千円／日

●社会福祉・奉仕活動
　清掃、慰問、子育て支援、観光支援など

●青少年健全育成
　防犯パトロール、子ども会活動など

●地域社会活動
　防火・防災活動、側溝清掃、草刈り、町
内会の祭りなど

●その他
　防災訓練、講演会など

　境港市市民活動保険は、市民の皆さんが安心して地域活動やボランティア活動に参加できるよう、活動中の事故に対

して一定水準の補償を行うものです。保険の適用は、市と保険会社が審査を行いますが、団体の活動内容や、会員名の

事前の登録が必要です。市の自治連合会に加入する自治会・町内会は、全てこの保険に加入しています。

▼申し込み先　自治防災課（本庁舎２階）　・　市民活動センター（市民会館１階）

▼問い合わせ先　自治防災課自治防災係　（☎４７‐１０２３）
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高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
左
表
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間

16
時
間
を
限
度
に
、
利
用
料
の
５
割

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯

◇
70
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
ま
た
は
、

入
院
中
の
人
は
対
象
外
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
、
長
寿
社
会
課
高
齢
者

福
祉
係
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

▼
対　

象　

70
歳
以
上
で
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
、
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
章

【
在
宅
老
人
介
護
の
た
め
の
紙
お
む

つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
、
共
に
市
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
人

▼
助
成
額　

月
額
１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は
、

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０
円

分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
】

　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
し
て

い
る
人
で
、
高
齢
者
の
た
め
の
部
屋

や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を
増
築
・
改

築
（
新
築
は
除
く
）
し
た
い
が
、
資

金
が
不
足
し
て
い
る
人
に
対
す
る
貸

付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
の
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
整
備
す
る
住
宅
は
、
借
受
人
の
所

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
終
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
の
所
得
割

が
課
税
で
、
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ

と
が
条
件
で
す
。

※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
は
、

連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
31
日

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利　

率　

０
・
２
％
（
３
月
現
在
）

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
期
限

　

10
年
以
内
で
半
年
賦
償
還
で
す
。

（
３
月
・
９
月
支
払
い
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

風
し
ん
予
防
接
種
助
成
・

無
料
抗
体
価
検
査

【
風
し
ん
予
防
接
種
費
の
助
成
】

▼
対　

象

◇
妊
娠
を
希
望
す
る
昭
和
41
年
４
月

　

２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
女
性
で
、
検
査
の
結
果
風
し

　

ん
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人

◇
妊
婦
の
夫

▼
助
成
額　

上
限
８
千
円

▼
期　

間　

来
年
３
月
31
日
ま
で

▼
交
付
方
法　

自
費
で
接
種
後
、
助

成
額
を
還
付
し
ま
す
。

【
無
料
風
し
ん
抗
体
価
検
査
】

　

一
部
の
医
療
機
関
や
米
子
保
健
所

で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ

の
同
居
者
で
、
予
防
接
種
や
検
査
歴

の
無
い
人
を
対
象
に
、
抗
体
価
検
査

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
米
子
保
健
所

（
☎
31
‐
９
３
１
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

高

齢

者

の

肺

炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

対
象
年
齢
に
な
る
人
は
、
少
な
い

負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。
接
種
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
医
療

機
関
に
直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

来
年
３
月
末
日
時
点
で
、
年
齢
が

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

に
限
る
。

※
対
象
に
な
る
の
は
生
涯
１
度
限
り

で
、
５
年
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
26
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

最
近
転
入
さ
れ
た
人
な
ど
、
対
象

な
の
に
接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

農
業
委
員
会
情
報

「
農
業
委
員
会
の
目
標
と
活
動
計
画

に
つ
い
て
の
意
見
募
集
」

　

農
業
委
員
会
で
は
、
適
正
な
事
務

実
施
を
図
る
た
め
「
平
成
26
年
度
の

目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動

の
点
検
・
評
価
（
案
）」
と
「
平
成

27
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向

け
た
活
動
計
画
（
案
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
地
域
の
農
業
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
素
案
は
農
業
委
員
会
事
務

局
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

▼
提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
原
稿
等
の
返
却

や
、
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
限　

５
月
１
日
（
金
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
） 

（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

informationinformation

対象サービス
助成後の

利用者負担金

外出時の援助（外出・散歩の
付き添い）、家周りや墓地の
手入れ、家屋内の整理・掃除、
除雪、台風時等の自然災害へ
の防備等

1時間当たり

３９４円

庭木のせん定（生垣、植木等）
軽微な修繕（家屋の軽微な修
理・電気修理等）

1時間当たり

５６２円

※原材料費等の実費は利用者の負担になります。

17　平成２７年４月



informationinformation

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

【
大
型
連
休
中
の
収
集
】

　

大
型
連
休
中
の
祝
日
は
、
左
表
の

と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
缶
に
つ
い
て
】

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
缶
は
不
燃
ご
み
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
資
源
ご

み
ビ
ン
缶
類
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

持
ち
出
す
前
に
必
ず
洗
い
、
き
れ
い

な
状
態
で
持
ち
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

高
齢
者
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

　

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
高

齢
者
サ
ー
ク
ル
を
支
援
し
、
介
護
予

防
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

①
本
年
度
、
新
た
に
立
ち
上
げ
た

　

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
の

　

高
齢
者
５
人
以
上
を
含
む
こ
と

③
月
１
回
以
上
年
間
を
通
じ
て
継
続

　

的
に
活
動
を
す
る
こ
と

④
文
化
的
・
体
育
的
活
動
な
ど
介
護

　

予
防
等
を
目
的
と
す
る
活
動
で
あ

　

る
こ
と

⑤
事
業
の
申
請
、
報
告
な
ど
を
行
う

　

代
表
者
が
い
る
こ
と

⑥
本
市
の
他
の
事
業
で
助
成
を
受
け

　

て
い
な
い
こ
と

▼
助
成
額　

３
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【『
さ
ま
よ
え
る
田
中
』
の

　
　
　
　
　
　

世
界
一
周
写
真
展
】

〜
結
婚
指
輪
の
か
わ
り
に
地
球
一
周

と
い
う
リ
ン
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!
〜

　

３
４
２
日
、
33
カ
国
を
夫
婦
で
旅

し
た
鳥
取
県
在
住
の
田
中
正
之
さ
ん
、

愛
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
記
録
し
た
写
真
、

グ
ッ
ズ
な
ど
の
展
示
し
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
18
日
（
土
）
〜
５

月
６
日
（
水
・
振
替
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
４
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
田
中
夫
妻
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

３
階
民
族
衣
装
試
着
コ
ー
ナ
ー

▼
料　

金　

無
料

※
タ
ワ
ー
入
館
料
が
別
途
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
30
日
（
木
）、５
月
29
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

４
月
８
日
（
水
）、５
月
13
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
年
金
事
務

所 

（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

誠
道
小
学
校
を
語
る
会

　

誠
道
小
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
の
声
を
う
か
が

い
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
を
す

べ
き
か
語
り
合
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
と
こ
ろ　

誠
道
小
学
校
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

催催  

しし

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫

 ４月１９日 （午前９時～正午） 区分
軟質プラス

チック類

資源ごみ 可燃

ごみ

不燃

ごみ古紙類 ビン缶類

４月２９日（水・昭和の日） × × × × ×

５月４日（月・みどりの日） × × × ○ ○

５月５日（火・こどもの日） × × ○ ○ ×

５月６日（水・振替休日） × × ○ × ○

◎可燃ごみの祝日収集 
≪４、５月の対象日≫

　５月４日（月・みどりの日）
　５月５日（火・こどもの日）
※軟質プラスチック類の祝日収集は
　ありませんので、ご注意ください。
※当日は、施設へのごみの持ち込み
　はできません。

市報さかいみなと　18



ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

心
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い
る
人

が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生
活
体

験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と

一
緒
に
小
物
づ
く
り
を
し
ま
す
。
み

ん
な
で
お
喋
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
作
品
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

境
港
市
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
い
愛
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

こ
ど
も
読
書
週
間
事
業

【
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
】

▼
と　

き　

５
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館
ほ
か

▼
内　

容

◇
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

◇
楽
し
い
科
学
あ
そ
び

◇
水
木
し
げ
る
原
画
展
示

◇
中
央
公
園
で
緑
陰
読
書 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

よ
り
ん
彩
記
念
日
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
と　

き　

４
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心

▼
内　

容

◇
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
！
ほ
の

　

ま
る
と
考
え
る　

え
が
お
生
活

◇
打
吹
音
楽
倶
楽
部
ブ
レ
ー
メ
ン
コ

　

ン
サ
ー
ト

◇
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

　

続
テ
レ
ビ
小
説
か
ら
み
た
女
性
の

　

生
き
方
〜
『
お
は
な
は
ん
』
か
ら

　
『
マ
ッ
サ
ン
』
ま
で
〜
」

◇
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
８
‐
23
‐
３
９
０
１
）

境
港
菊
の
会
講
習
と
会
員
募
集

　

大
菊
作
り
の
初
心
者
講
習
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
境
港
菊
の
会
で
は
会
員
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
講
習
会
の
日
程

▼
内　

容　

大
菊
、
３
本
仕
立
て
、

ダ
ル
マ
作
り
、
福
助
作
り
等
の
作
り

方▼
講　

師

　

角
昇
さ
ん
（
境
港
菊
の
会
）

▼
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
参
加
者
に
は
菊
苗
を
無
料
進
呈

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
菊
の
会　

角
昇
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
３
４
０
）

市
民
艇
庫
開
き
会
・

中

海

護

岸

清

掃

▼
と　

き　

４
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

中
浜
港
・
市
民
艇
庫
（
夕
日
ヶ
丘

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
隣
）

▼
内　

容

◇
護
岸
清
掃
（
30
分
程
度
）

◇
ボ
ー
ト
・
ペ
ー
ロ
ン
な
ど
の
体
験

　

乗
船
会

【
同
時
開
催
】ジ
ュ
ニ
ア（
親
子
）ボ
ー

ト
教
室

　

ボ
ー
ト
を
漕
い
で
み
ま
せ
ん
か
！

▼
対　

象

　

小
学
生
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
を
境
港
ボ
ー
ト
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.chukai.ne.jp/̃kenzi/Row

ing

▼
問
い
合
わ
せ
先　

平
松
謙
治
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
７
４
８
‐
２
４
６
７
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

す
る
実
施
要
綱
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
育
士
（
期
間
業
務
）　

若
干
名

▼
勤
務
時
間　

週
37
時
間
30
分

▼
資
格
要
件　

保
育
士
資
格

▼
採
用
予
定
日　

６
月
１
日
（
月
）

▼
応
募
期
限　

４
月
28
日
（
火
）

▼
試
験
日　

５
月
10
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

教
育
委
員
会
臨
時
職
員

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手　

若
干
名

▼
業
務
内
容

　

学
校
行
事
等
に
使
用
す
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
運
転

▼
勤
務
時
間

　

学
校
の
要
請
に
応
じ
不
定
期

▼
時　

給　

千
円

▼
雇
用
期
間

　

お
お
む
ね
５
月
下
旬
か
ら
来
年
３

月
31
日
ま
で（
更
新
の
可
能
性
有
り
）

▼
資
格
要
件

　

大
型
自
動
車
免
許
ま
た
は
、
中
型

自
動
車
免
許
（
限
定
の
な
い
も
の
）

を
有
す
る
か
、
取
得
見
込
み
で
あ
る

こ
と
。

▼
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）、
運
転

免
許
証
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
期
限

　

４
月
21
日
（
火
）
午
後
５
時
必
着

▼
試
験
日（
面
接
）　

４
月
26
日（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
給
食
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

第　

回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中

　

学
生
ま
た
は
高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き　

７
月
20
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
料　

３
千
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

４
月
24
日
（
金
）
〜

５
月
29
日
（
金
）　

午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
は
、
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

informationinformation

募募  

集集

区分 ところ 時間

4月 12 日（日）
中央公民館

13：30

～

15：00

5 月 24 日（日）

6月 21 日（日） 外江公民館

8月 2日（日）
中央公民館

9月 6日（日）
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informationinformation

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
農
園
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先

着
順
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
新
規
利
用

者
（
１
世
帯
１
区
画
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

親
子
で
野
菜
の
植
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

指
導
員
が
い
ま
す
の
で
初
め
て
の

人
で
も
安
心
で
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
期　

間　

５
月
中
旬
か
ら
10
月
末

▼
参
加
費　

１
組
千
円

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
月
）

▼
定　

員　

先
着
20
組
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

伯
州
綿
栽
培
サ
ポ
ー
タ
ー

　

農
業
公
社
が
栽
培
す
る
伯
州
綿
の

栽
培
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
収
穫
し
た
綿
は
農
業
公
社

が
買
い
取
り
ま
す
。

▼
対　

象

　

伯
州
綿
栽
培
に
関
心
が
あ
り
、
栽

培
期
間
を
通
じ
て
最
後
ま
で
責
任
を

持
っ
て
農
作
業
、
栽
培
の
で
き
る
個

人
、
グ
ル
ー
プ

▼
栽
培
期
間　

５
月
〜
12
月（
予
定
）

▼
栽
培
場
所　

農
業
公
社
が
管
理
す

る
畑
の
一
部

▼
栽
培
面
積

　

申
込
者
・
グ
ル
ー
プ
の
形
態
、
人

数
に
よ
り
調
整
し
て
割
当
て
ま
す
。

▼
買
取
価
格

　

価
格
や
買
い
取
り
の
具
体
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
、
後
日
参
加
グ
ル
ー

プ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法

　

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
で
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
境
港
市
農
業
公
社
事
務

局
（
商
工
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

国

民

健

康

保

険

運
営
協
議
会
委
員

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
（
被
保
険

者
代
表
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

４
人

▼
任　

期　

６
月
１
日
か
ら
２
年
間

▼
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
境
港
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者

▼
協
議
会
の
開
催
予
定

◇
回　

数　

年
２
回
程
度

◇
と　

き　

原
則
、
平
日
の
午
後

◇
と
こ
ろ　

市
役
所

▼
応
募
方
法

　
「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
想

い
」
を
８
０
０
字
程
度
（
原
稿
用
紙

２
枚
）
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
載
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

４
月
24
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
健
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

要
約
筆
記
者
養
成

講

習

会

受

講

者

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
養

成
の
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
、
手

書
き
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
、
あ
る
程
度

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
人
を

対
象
と
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

５
月
29
日（
金
）〜
10
月
23
日（
金
）

（
お
お
む
ね
毎
週
金
曜
日
、
全
20
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
と
も
３
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代（
３
４
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、「
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

受
講
申
込
書
」
在
中
と
朱
書
き
の
う

え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
申
込
期
限

　

５
月
15
日
（
金
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
１
２

　

米
子
市
角
盤
町
１
‐
１
１
６

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
32
‐
７
３
３
８
）

こ
ど
も
ペ
ー
ロ
ン
大
会

　

小
・
中
学
生
に
よ
る
ペ
ー
ロ
ン
大

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象　

小
学
校
４
年
生
以
上

▼
と　

き　

５
月
６
日
（
水
）

◇
開
会
式　
　

午
前
９
時
30
分
〜

◇
競
技
開
始　

午
前
10
時
〜

※
雨
天
決
行

▼
と
こ
ろ　

中
浜
港

▼
部　

門　

　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

※
１
チ
ー
ム
22
人
程
度

※
個
人
ま
た
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
体
験
乗
船
も
可
能
で
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
24
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
５
４
７
７
）

　境港市消防団は、仕事を持ちながら「自分
たちの地域は、自分たちで守る」という精

神に基づき、火災や風水害などの災害防御、

救助救出活動のほか、火災予防活動、各種

訓練を行い「地域の防災リーダー」として

市民の生命、身体、財産を守るために活躍

しています。

　境港市消防団は、男女を問わず消防団員

を募集しています。

▼入団資格

　市内に居住・勤務する

１８歳以上の健康な人

▼問い合わせ先

　自治防災課自治防災係

　（☎４７‐１０２３）

地域を守る消防団員を募集

市報さかいみなと　20



informationinformation

介
護
予
防
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者

▼
対　

象　

　

65
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
で
足
腰

が
弱
く
な
り
、
介
護
予
防
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
人

※
要
支
援
１
・
２
に
該
当
す
る
人
は
、

①
〜
③
コ
ー
ス
へ
の
参
加
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
要
介
護
度
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
た
人
は
、
全
て
の
コ
ー
ス

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
要
支
援
１
・
２
に
該
当
す
る
人
や
、

３
カ
月
以
内
の
入
院
や
運
動
を
含
む

日
常
生
活
の
制
限
な
ど
の
あ
る
人
は
、

主
治
医
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費　

１
回
２
０
０
円

※
①
、
④
コ
ー
ス
は
送
迎
が
あ
り
ま

す
。
必
要
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

別
途
片
道
40
円
必
要
で
す
。

※
診
断
書
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
用

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
新
規
参

加
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

４
月
６
日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

境
港
こ
ど
も
囲
碁
教
室
参
加
者

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児
（
年

長
か
ら
）・
小
学
生

▼
と　

き　

４
月
か
ら
来
年
３
月
の

原
則
毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
港
碁
会
所

　
　
　
　
（
中
野
町
５
６
０
１
）

▼
募
集
人
数　

20
人

▼
受
講
料　

月
額
２
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
こ
ど
も
囲
碁
教
室　

足
立
さ

ん　
　
（
☎
・
FAX 

44
‐
５
３
１
５
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
６
人
制
）
参
加
チ
ー
ム

▼
と　

き

　

５
月
17
日
（
日
）、
24
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

第
２
市
民
体
育
館

▼
種　

目　

男
女
混
合
の
部

※
１
チ
ー
ム
７
名
以
上
で
編
成

▼
参
加
費　

３
千
円（
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
会
事
務
局　

角
英
幸
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
６
３
８
‐
５
５
６
８
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　

未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う
」

　

新
聞
を
切
っ
た
り
、
貼
っ
た
り
、

ち
ぎ
っ
た
り
。
プ
ー
ル
み
た
い
に
あ

そ
ん
だ
り
す
る
よ
。

◇
と　

き　

４
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
子
ど
も
花
ま
つ
り

◇
と　

き　

５
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

　

毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（
妊
婦
さ
ん
・
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
年

配
の
人
ま
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。）

【
絵
本
と
お
は
な
し
の
部
屋
】

　
　
　
（
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
）

▼
と　

き　

５
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
毎
月
第
１
土
曜
日

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

【
絵
本
と
紙
芝
居
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
ぎ
さ
会
）

▼
と　

き　

４
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
毎
月
第
２
土
曜
日

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
】

　
　
　
　
（
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
）

▼
と　

き　

４
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
毎
月
第
３
土
曜
日

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
（
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
）

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

コース 曜日 時間
募集
人員

ところ 期　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 14:00

～

15:30

10 人 いきいきリハビリ
センター
（さかい幸朋苑内）

5月～ 9月
週１回

（計 20 回）

火 10 人

② 体操コース 金
14:00

～

15:30
20 人 保健相談センター

③ 介護予防コース 木

10:00

～

11:30

20 人

浜の里
（老人福祉センター）

④
フィットネス
Ａコース（新規）

火 20 人

⑤
フィットネス
Ｂコース

金 20 人 保健相談センター

⑥ アクアコース 金 20 人 市民温水プール

◎介護予防筋力向上トレーニング日程

※詳細についてはお問い合わせください。

21　平成２７年４月



フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　水木しげる先生の９３回目の誕生日である、３月８

日に、春の大感謝祭が水木しげるロードで開催され、

訪れた多くの観光客や市民などで賑わいました。

　妖怪たちの見守る中でつかれたお餅の振る舞いや、

境港やゲゲゲの鬼太郎について出題されたクイズ大会

などが開催され、参加者は出題される難問・珍問に頭

をひねっていました。

人も妖怪も感謝、感謝！！
　水木しげるロード 春の大感謝祭

©水木プロ

　保健相談センターで「境港市健康まつり」が開催さ

れ、うつ専門カウンセラー澤
さわと

登和
かずお

夫さんが、「自己感謝」

の大切さについて講演されました。血圧・体組成測定

コーナーや、バザー、子どもたちによる１００円食堂

などもあり、会場は大盛況でした。自分のこころやか

らだについて見つめたり、たくさんの人とのふれあい

を、あらためて感じる機会となりました。

見つめてみよう　こころとからだ
　みんなが元気になれる境港市健康まつり

　「生活習慣病対策 ～地域とともに～」をテーマに、

鳥取大学医学部の松浦治代さんを迎え、生涯学習講座

が行われました。

　要因や現状の説明、健康習慣の解説等を行い、望ま

しい生活習慣を「みんなで」、「無理なく」、「楽しく」

身につけ、日常生活に制限の少ない、健康寿命を延ば

すためのヒントをもらいました。

生活習慣の改善を
　保健相談センターで講演会を開催

　境水道海岸沿いで大漁祭が開催され、２日間で県内

外から１万１千人が来場し、大盛況でした。来場者は、

歌やダンスを見ながら海の幸を堪能し、Sea級グルメ

コンテストでは、「かにだしラーメン」が優勝しました。

　また、「おさかなロード」では、１６体の魚のオブジェ

をめぐるスタンプラリーが行われ、多くの観光客が挑

戦し、散策を楽しみました。

境港おさかなロード大漁祭が初開催
　Sea 級グルメコンテストも同時開催
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保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
 4 月 21 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1041
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会  4 月 21 日（火）

10:00 ～ 10:40
（5カ月～8カ月児）

10:50 ～ 11:30
（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング  4 月 22 日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

保健師の

ちょっと一言
お子さんの予防接種はお済みですか？

保健だより保健だより保健だより保健だより

今月のげんきちゃん

新
しん

村
むら

 恭
きょう

眞
ま

 ちゃん（H26.8.16 生）と

お母さんの 優
ゆう

姫
き

 さん（外江町）

６カ月児健康診査

▼ 4 月 15 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 9 月生まれの乳児

▼ 5 月 13 日（水）12:45、13:15

　平成 26 年 10 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 5 月 28 日（木）12:50、13:25

　平成 25 年 10 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 5 月 7 日（木）12:50、13:20

　平成 24 年 4 月生まれの幼児

　現在、法令で定められた子どもの予防接種は、９

種類のワクチンで２５回（男子は２２回。ポリオ単

独ワクチンを接種する場合は更に２～４回多い。）

あり、生後２カ月から始まり、高校１年生までに接

種しますが、医療機関で個別に申し込む必要がある

ため、接種を忘れてしまう人もあるようです。

　ワクチンで予防する感染症は、感染して重症化す

れば障害が残ったり、命にかかわる場合もあります。

　ワクチン毎に決められた接種期間を過ぎると有料

になってしまいますので、忘れずに、適切な時期に

接種することが大切です。

　２歳までは短期間に多くのワクチンを接種するた

め、接種忘れは少ないですが、３歳や５歳 ( 年長児 )、

１１歳から接種が始まるワクチンを忘れている人が

比較的多くありますので、母子健康手帳でご確認を

お願いします。

　接種の順番等ご不明な点は、かかりつけ医や市役

所にご相談ください。転入された人や、予診票の再

交付については、母子健康手帳を持参のうえ、健康

推進課へお越しください。

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

23　平成２７年４月
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談   5 月 14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談

  4 月 24 日（金）

  5 月  8 日（金）

  5 月 15 日（金）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談

  4 月 17 日（金）

  5 月  1 日（金）
13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 9：00 ～ 16：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 4 月 16 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,154 人（－ 10）
　　女　：18,448 人（－ 20）
　合　計：35,602 人（－ 30）
　世帯数：15,200 世帯（－ 5）

　※平成 27 年 2 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
「境港のさかな」春・展
　（～ 5月 18 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

4 月  8 日（水）
弓浜絣と伯州綿
　（～ 6月 22 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

4 月 18 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料

4月 22 日（水）
第 1回桜の絵コンテスト作品展
　（～ 6月 1日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

4 月 24 日（金）
サロンコンサート　Vol.190
～春～　クラリネットとの出会い♪

文化ホール 19:30 ～ 20:40
文化振興財団
☎ 47 － 1104

無料
（飲み物は 500 円）
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